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要 旨
ひとり言の心理的機能を明らかにするために、本研究ではひとり言がどのような状況で発せら
れ、 またどのような性格特徴の人が、どのような状況においてひとり言を発するのかについて
調べることにした。そこで56項目からなる『ひとり言尺度』を作成し、厂ひとり言尺度」とYG
性格検査を大学生に実施した。その結果、匚情緒不安定」あるいは 匚社会的不適応」傾向の強い
人、または 匚内省的でなく、衝動的」な人ほど、予期せぬことが起こり、心が「混乱・当惑」し
た時や、つらいといった 匚負の感情」が生じ、心が不安定になった時に、ひとり言を発すること
が示唆された。これは、ひとり言を言うことによって気持ちの立て直しや、気持ちの整理を図っ
ているものと考えられる。一方、「活動性が高く、積極的」な人には、このような傾向は認めら
れなかった。また、ひとり言が発せられる状況としては、物事を「確認」する時や、予期せぬこ
とが起こり、心が 匚混乱・当惑」した時に、多く発せられることが明らかになった。
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われわれは、ふとした時に何気なくひとり言をつぶやくものである。このようなひとり言には
何らかの心理的機能があるものと考えられる。しかし、ひとり言の心理的機能についての研究
は、ほとんどみられない。そこで南ら（2000）は女子大学生を対象にひとり言がどのような状況
で発せられるのかについて調べ、そこからひとり言がもつ心理的機能ついて明らかにしようとし
た。まず、女子大学生234名にどのような状況や場面でひとり言を発するかについて具体的に記
述させた。この予備調査の結果から43個のひとり言が発せられる状況が抽出され、43 項目からな
る 匚ひとり言尺度」が作成された。その後、別の女子大学生199名に、この 匚ひとり言尺度」を
実施した。具体的には、43 のそれぞれの状況や場面において、どの程度ひとり言を発するかにつ
いて５段階評定による回答を女子大学生に求めた。因子分析の結果、周囲に他者がいないような
状況下で、人はふとひとり言を発することがあること、また心理的に［‾混乱］した時や「‾不安」
な状況に陥った時に、ひとり言を言うことによって、自分の気持ちを立て直し、行動の調整を
図っていることが示唆された。
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また南（2008）は小学生に、同様のひとり言が発せられる状況についての調査を行った。小学
校の５年生を対象にした予備調査と先行研究（南ら、2000）に基づいて、73 項目からなる小学生
版「ひとり言尺度」を作成した。この「ひとり言尺度」を小学生168名（３年生31名、 ４年生35
名、 ５年生102名）に４件法によって回答させた。因子分析の結果、４つの因子が抽出され、南
ら（2000）の結果と同様、小学生は 匚戸惑い、あせっている状況」や「‾つらく、しんどい状況」
の時に、ひとり言を発し、自分の気持ちや行動の調整を行っていることが示唆された。また。
「問題をといていて、わからない」時や 匚作文を書《 』時など、何らかの課題に取り組み思考
をめぐらしている時や、「おふろに入って、気もちがいい」時など「ひとりでリラックスしてい
る」時にも、ひとり言を発していることも示された。また、「自分の気持ちを落ち着かせ、行動
を調節する」必要がある時に、 ５年生は４年生よりもひとり言を発する頻度が高いことも示され
た。
本研究では、南ら（2000）の研究で使用された 匚ひとり言尺度」に、新たな項目を追加した新
版の 匚ひとり言尺度』を作成し、まずはひとり言がどのような状況や場面においてどの程度、発
せられるかについて明らかにすることにした。さらに、ひとり言が発せられる状況とＹＧ性格検
査の12の性格特徴との関連性を調べることにより、どのような性格特徴の人がどのような状況で
ひとり言を発するのかについても検討し、ひとり言が持つ心理的な機能についての新たな知見を
得ようとするものである。
方 法
「ひとり言尺度」の構成：南ら（2000）の研究で用いられた43項目からなる「ひとり言尺度」
に、ひとり言が発せられると考えられる新たな状況や場面を追加し、56 項目からなる新版の「ひ
とり言尺度」を作成した。回答方法は、ひとり言が発せられると考えられる56の状況や場面のそ
れぞれに対して、冂L.まったく言わない』「2. ほとんど言わない」「3. ときどき言う」『4. よく
言う』の４件法によって回答させるものである。なお、フェイスシートにて、学年・生年月日・
性別の記入を求めた。
調査協力者: Ｔ大学の１年生および２年生168名（男子45名、女子123名）が調査の対象である。
調査時期:2013 年７月。
手続き：匚ひとり言尺度』に回答させた後、ＹＧ性格検査を行った。いずれも集団式で実施した。
結 果
「ひとり言尺度」の因子分析
調査協力者の４段階評定による回答に得点を与えた。すなわち、「全く言わない」に１、「ほと
んど言わない」に２、匚ときどき言う」 に３、匚よく言う」に対して４をつけた。この得点をもと
にして、匚ひとり言」尺度に因子分析（重みなし最小二乗法・プロマックス回転）を行った。しか
し、どの因子にも負荷しない項目や、２つ以上の項目に負荷している項目がみられたので、これ
らの項目を取り除いて因子分析を繰り返し、最終的に解釈可能な５つの因子を抽出した（表１）。
第１因子（F1 ）は、「‾人に注意された時」匚かゆい時』匚外に出て急に雨が降ってきた時」「財
布など自分のものをなくしたことに気がついた時」という項目との関係性が強い。このような項
目からは、予期せぬことが急に起こり、どうしてよいか分からずに心が混乱し、当惑している状
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表 １ 「ひとり言尺度」の因子分析結果（プロマックス回転後の因子負荷量）
質　　　 問　　　 項　　　 目
54. 人に注意された時
49. かゆい時
51. 外に出て急に雨が降ってきた時
55. 財布など自分のものをなくしたこと
に気がついた時
43. 誰もいない時に「ひとり言」を言う
40. 夜に「ひとり言」を言う
41. 日中に「ひとり言」を言う
6. 次の行動に移る時
35. 自分の部屋にいる時
42. 鏡に向かって「ひとり言」を言う
37. ぬいぐるみに向かって「ひとり言」
を言う
46. 夜遅くひとりで歩いている時
23. 買い物をしている時
24. 精神的につらい時
25. 心配事や考え事がある時
34. 理不尽な思いをして腹がたった時
7. 失敗した時
16. 暗記をする時
15. 物事を確認する時
17. 自分に言い聞かせる時
F1　　F2　　F3　　F4　　F5　 共通性
.875 －.097 -  .056　　.079 -  .136　　.664
.793　　.016　　.083 -  .036　- .031　　.644
.784 -.003　　.032 －.063　　.096　　.667
M
1.61
2.13
2.30
SD
0.826
1.122
1.119
.693　　.057 -.002　　.019　　.150　　.631　　2.71　1.039
-.042
-  .137
-.017
.208
-.032
.016
.787　　.059 -  .033　　.036　　.650　　1.79　1.050
.783　－.011　　.075 -.004　　.603　　1.65　0.917
.731　　.019　　.003　　.128　　.646　　1.69　0.966
.659　　.004 －.087 -.095　　.463　　1.82　0.936
.657　　.078 －.008 -  .086　　.429　　1.98　1.080
.098　　.829 － .011　- .156　　.738　　1.39　0.774
-.018 -.022　　.697 -.019 -  .021
-  .007　　.028　　.550　　.095　　.100
.084　　.024　　.497　－ .011　　.082
-.017　 －.100　　.006　1.017　 － .128
-  .143　　.106　　.072　　.649　　.173
.188　　.301　-.172　　.420 -  .148
.163 -.093　　.109　　.420　　.197
－.076　-  .145　　.043 -.093　　.794
.098　　.062　-.016　　.009　　.607
.040　　.138 -.123　　.061　　.564
因子間相関 ?
?
?
?
F1
.375
.227
.242
.378
.451
.407
.317
.857
.632
.351
.350
.488
.466
.429
F2　　　 Ｆ3
.568
.535
.464
1.30
1.47
1.71
1.77
1.93
2.05
2.30
3.53
2.87
2.68
0.707
0.868
0.891
0.914
0.988
1.049
1.025
0.826
0.982
1.063
F4
.311
.236　　.399
況が読み取れる。そこからＦ １因子は 厂混乱・当惑』と名づけることにする。
第２因子（F2 ）は 匚誰もいない時に『ひとり言』を言う』匚夜に『ひとり言』を言う」匚日中に
『ひとり言』を言う」匚自分の部屋にいる時」などの項目に負荷している。このような項目から
は、周りに誰もいないような状況が示唆されるので、F2 は「単独状況」と命名することにした。
第３因子（F3 ）は「鏡に向かって『ひとり言』を言う」「ぬいぐるみに向かって『ひとり言』
を言う』『夜遅くひとりで歩いている時』「買い物をしている時」との関係が深い。これらの状況
や場面から共通する特徴を抽出することは一見難しいようである。しかし、これらの状況には目
の前のものや前方を注意して見ている状況が共通して読み取れる。鏡やぬいぐるみに向かってひ
とり言を言う際には、鏡やぬいぐるみをじっと見つめている状況が見て取れるし、『夜遅くひと
りで歩いている時』には、前方に何か怪しい人物や物がないかと前を注意深く見ている状況が浮
かび上がってくる。また、人が 厂買い物をしている時』には、買おうとするものを注意深く見る
必要がある。そこでF3 因子には「注視」という名前をつけることにした。
第４因子（F4 ）は「精神的につらい時」「心配事や考え事がある時」「理不尽な思いをして腹が
たった時」匚失敗した時」という４項目に負荷している。これらの項目のキーワードを拾うと、
「つらい」「心配事」『腹がたつ』匚失敗」となる。そこでF4 因子には「負の感情」と命名した。
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第５因子（F5 ）は「暗記する時」匚物事を確認する時』『自分に言い聞かせる時』に負荷して
いることから、F5 因子は 匚確認」と名をつけた。
ＹＧ性格検査の性格特徴と「ひとり言尺度」との相関
各調査協力者のＹＧ性格検査の12 の性格特徴の粗点を算出し、この12の性格特徴の粗点と「ひ
とり言尺度」の因子分析から得られた５つの因子との相関（ピアソンの相関）を求めたところ、
表２の結果が得られた。また表２には、 ５つの因子の評定値を加算した合計とＹＧ性格検査の12
の性格特徴との相関係数の値も示されている。
表２　ＹＧ性格検査の12 の性格特徴と「ひとり言尺度」の５因子および５因子の合計との相関係数
Ｄ （抑 うっ 性 ）
Ｃ（ 回 帰 性 傾 向 ）
Ｉ（ 劣 等 感 の 強 さ ）
Ｎ （ 神 経質 ）
Ｏ （客 観 的 で な い こ と）
ＣＯ（協 調 的 で ない こ と）
Ag （愛 想 の悪 さ）
Ｇ （一 般 的 活 動 性 ）
Ｒ（ の ん き さ）
Ｔ（思 考 的 外 向 ）
Ａ（ 支 配 性 ）
Ｓ（ 社 会 的 外 向 ）
F1
.205* ゛
.226* ゛
.141
.129
.196*
.180*
.088
.007
.231**
-.032
-.097
-.053
F2
.230* ゛
.256 ゛゛
.116
.060
.256* ゛
.190 ゛
.127
－.098
.171*
-.148
－.076
－.091
F3
.261 ゛゛
.198 ゛
.108
.176 ゛
.247 ゛゛
.117
.117
－.001
.190 ゛
-.135
-.053
-.049
F4
.293 ゛゛ ゛
.308 ゛゛ ゛
.207 ゛゛
.139
.165 ゛
.228 ゛゛
.134
－.053
.176 ゛
-.226**
-.069
-.021
り ＜.05
F5
.147
.197 ゛
.085
.033
.107
.117
.148
.014
.177 ゛
-.072
.000
.111
り゛<.01
合 計
.316** ゛
.333 ゛゛ ゛
.184 ゛
.146
.276 ゛゛ ゛
.237 ゛゛
.168 ゛
-.046
.260 ゛゛
-.173 ゛
-.087
-.042
･***p<.001
「ひとり言尺度」にみられる男女差
匚ひとり言尺度」の因子分析から得られた５因子別に、各因子に負荷している項目の評定値の
合計を調査協力者ごとに求め、その平均値と標準偏差を因子別・男女別に示しだのが表３であ
る。また表３には、５因子の評定値の合計の平均と標準偏差についても男女別に示してある。 ５
つの因子と評定値の合計ごとに、男女間の平均値の差をt検定によって調べたところ、第２因子
（F2 ）においてのみ、５％水準の有意差が認められた(t  (166) =2.17, p<｡05）。すなわち、Ｆ ２
因子においてのみ、女子の平均値が男子の平均値よりも有意に高かった。
表３　５因子別ならびに５因子の合計にみられる評定値の男女差
男子
女子
F1
8.73
(3.35)
8.75
(2.99)
F2゛
7.84
(3.22)
9.31
(4.08)
F3
5.51
(2.28)
6.01
(2.53)
F4
8.44
(3.37)
7.91
(2.89)
F5
8.84
(2.38)
9.16
(2.20)
合計
39.38
(10.52)
41.14
(10.86)
因子別にみた評定値の平均
各因子に負荷している項目数が異なるため、 ５つの因子別に各因子に負荷している項目の評定
値の合計を求め、この評定値の合計をそれぞれの因子に負荷している項目数で割り、因子別に１
項目あたりの評定値の平均を求めた。その結果を表４に示す。この５つの評定値の平均の差を分
散分析にかけたところ、有意差が認められたので(F  (4,668) =174.52,  p<｡00D 、Bonferroni の
方法による多重比較を行った。その結果を表５に示す。
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表４ 「ひとり言尺度」の５因子別にみた評定値の平均
F1
2.19
(0.77)
F2
1.78
(0.78)
表5
-
Ｆ2
F3
1.47
(0.62)
F4
2.01
(0.76)
５因子間の評定値の平均の差
F4
F5
3.03
(0.75)
O 　の値はSD
?
?
?
?
F3
.717**
.315** -  .230*
-  .545 **
F5
-  .840**
-  1.242**
-  1.557**
-  1.012**
p<.10　　*p<.01　　 り゛<.001
考 察
ひとり言が発せられる状況からみたひとり言の心理的機能
「ひとり言尺度」に因子分析を行ったところ、 ５つの因子が見いだされ、各因子にはそれぞれ
第１因子から順に 匚混乱・当惑（F1 ）」「単独状況（F2 ）」匚注視（F3 ）」匚負の感情（F4 ）」匚確認
（F5 ）」という名前がつけられた。
F1 の「混乱・当惑」とF4 の『負の感情』からは、予期せぬことが起こり『混乱・当惑』した
り、「つらい」とか「腹が立つ」といった「負の感情」が生じた時に、人は自分の混乱した心を
立て直したり、気持ちを整理するために、ひとり言を発していることが示唆された。
また、F5 のように物事を 匚確認」する際にもひとり言を発していることも明らかになった。
これは、人が重要な事柄を『確認』する際に、ひとり言を言うことによって、自分の「確認」を
より確かなものにしていることを物語っているものと考えられる。
さらにＦ ２のように「誰もいない時」など、自分のまわりに誰も人がいないような『単独状
況』下でも、人はひとり言を言う傾向がある。このような「単独状況」下でのひとり言は、誰も
いないところで、ついついひとり言が出てしまうといった性質のもので、この種のひとり言に
は、積極的な心理的機能はないように思われる。
F3因子には『注視』という名前をつけたが、ひとり言の機能という点から考えると、この因
子には２つの側面があるように思 われる。　１つは『鏡』や『ぬいぐるみ』に向かって 匚ひとり
言」を言う場合である。この場合は、「鏡に写る自分」や「ぬいぐるみ」とひとり言によって対
話しているのであり、このようなひとり言には特に積極的な心理的機能はないように思われる。
もう１つは『夜遅《 ひとりで歩いている時』と「買い物をしている時」に発するひとり言であ
る。匚夜遅くひとりで歩いている時」にひとり言を発するのは、何か不審な物や人がいるのでは
ないかと警戒心を高め、前をよく見ている（注視）状況でないかと推測される。一方、『買い物
をしている時』のひとり言は、買うかどうかの品定めをする時や、必要なものを買い忘れていな
いかチェックする時などに発しているのではないかと思われる。すなわち、「夜遅くひとりで歩
いている時」と「買い物をしている時」の２つの状況においては、ひとり言を言うことによって
注意を喚起させていると考えられる。
以上のように、先行研究（南､2008; 南･ 遠藤･ 川澤､2000）の結果と同様、人は 匚混乱･ 当惑」
した際や 匚負の感情』が生じた時に、ひとり言を言うことによって、自分の気持ちの立て直しを
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図っていることが示唆された。 これ らの積極的な機能を もったひとり言のほかに、 人はひとりに
なった時に、ふとひとり言を発すること もあるようである。 この種のひとり言は、 南ら（2000 ）
において も確認されており、 特に積極的な機能はないように思 われる。
ＹＧ性格検査との関連性からみたひとり言の機能
12の性格特 徴別に ５つ の因子 との関係を みると（表2 ）、Ｄ、Ｃ、〇、ＣＯ、Ｒの ５つ の性格 特徴
において、 いずれも５因子 のうちの少なくとも３つ以上の因子との間に有意な相関 が認められる。
このうちＤ（抑 うつ性） とＣ（回帰性傾向） はＹＧ性格検査ではより上位の 匚情緒不安定」にま
と められる。 そして このＤとＣの場合 は、 いずれ も少な くと も４つ の因子 との間に有意 な相関が
認められる。それゆえ、「情緒不安定」傾向が強い人ほど、 特定の状況において（F1 、F2 、F3 、
F4 などの状況）、 ひとり 言を発 すること が多 いよ うであ る。 特 に、ＤとＣはと もに、F4 因子 （負
の感情） との間にO｡1 ％水準 という非常 に強い相関が認め られる点が注目さ れる。 すな わち、「‾つ
らい」 とか 匚心 配事や考え事 がある」とい った 匚負 の感情」が生 起する状況下 におい て、匚抑う
つ性」や 匚回帰性傾向」が強い 匚情緒不安定」の度合いが大きい人ほど、 ひとり言が増えるよう
であ る。お そらく「負 の感情」 が生 じるよ うな状況下 において、「情緒不安 定」な人 は不安 定に
なりやすいため、 ひとり言を発することによって 『負の感情』をコ ントロ ールしているのではな
いかと推測さ れる。
Ｏ（客観的 でない こと、 主観 的） とＣＯ（非協調 的） も５因子 との間に少 な くとも ３つ の有意
な相関 がみられる。 こ のＯとＣＯはともに、ＹＧ性 格検査で はより上位 の 匚社会的不適 応」 にまと
め られる。「主 観的」あ るい は 匚非 協調的」であ るといった 匚社会的不 適応」 の程度 が大 きい人
ほど、特定 の状況（F1 、F2 、F4 など の状況） において ひとり言を言 う傾向 が強い と言え よう。
因子 と の関 係を より詳 し く みる と、「主観 的（〇）」 な 人 ほど、「混 乱・当 惑（F1 ）」「単 独状 況
（F2 ）」『‾注 視（F3 ）」『‾負 の感情 （F4 ）」とい った状況 において、 ひとり言を発 する傾向が強い
といえ よう。 また、『非 協調的 （ＣＯ）」 は 匚不満 が多 い、人を 信用し ない性質」 とさ れ、 このよ
うな傾向 が強い人 ほど、匚混乱・当惑 （F1 ）」「単 独状況（F2 ）」匚負の感情（F4 ）」 の下 で、 ひと
り言が増えるようである。つまり、 厂社会的不適応」の程度が大きい人ほど、『単独状況』だけで
な く、「混乱 ・当惑 」あるい は「負 の感 情」とい った心 が不安定 にな った時に、心を安定 させる
ためにひとり言が増加するのだろう。
Ｒ（ のん きさ） の場合 も、Ｃ（回帰 性傾 向） と同様 に、 ５つ の全 て の因子 と の間 に有 意 な相
関が認 められ る。ＹＧ性格検 査による と、Ｒ（ のんきさ） は 匚内省 的でない」 とか 匚衝動的 」な
性格 とさ れ、 こ のよ うな性格 特徴を 持つ 人 ほど、匚混乱 ・当惑（F1 ）」「単 独状況 （F2 ）」「注 視
（F3 ）」 厂負 の感 情（F4 ）」「確認 （F5 ）」といったいろいろな状況下で、 ひとり言を発する傾向が
強《 なることがうかがえる。
そしてＩ、Ｎ、Ｔの３つ の性格特徴において は、因子 との間に有 意な相関 が１つしか認められな
かった。 つまり、 この種の性格特徴を もつ人は、 ある特定の状況下でひとり言を増加させること
が示さ れた。
Ｉ（劣等感大） はよ り上位 の 匚情 緒不安定」な 性格に入 れられ、IとF4 （負の感情）との間に１％
水準 の有意 な相関が認 められる。 つまり、「劣等感大」 とい った不適 応感が強 く「情 緒不安 定」
な人ほど、Ｆ ４の『負 の感情』下 において、 ひとり言を発 してい ることになる。 おそらくこのよ
うな「劣等感大」 の人 は 匚負 の感 情」 の処理 が得 意でない ので、［‾負 の感情］が生 じた時 には、
ひとり言を言うことによって、 自分の心を安定させているのではないかと思われる。
Ｎ（神経質） も「情緒不安定」 に入 れ られ る性格特徴であ る。 そしてこのＮとF3 （注視） と の
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間に５％水準の有意な相関がみられる。すなわち、この種の「‾情緒不安定」な大ほど、『注視』
を必要とするような状況下で、ひとり言を多発する傾向があると言えよう。
Ｔ（思考的外向）はＹＧ性格検査では 厂非熟慮的」で「内省的でない」性格とされるが、この
ＴもF4 （負の感情）との間に１％水準の相関がみられる。ただ、この相関だけは負の有意な相関
となっている。それゆえ、『熟慮的』で『内省的』な人ほど、「‾負の感情」が生じるような状況に
おいて、自分の 匚負の感情』を整理するために、ひとり言を言う傾向が強くなることが示唆され
る。
以上のように、５つの因子との間に有意な相関が認められる性格特徴について検討してきた
が、一方でＡｇ、Ｇ、Ａ、Ｓの４つの性格特徴においては、 ５つのどの因子とも有意な相関が認め
られなかった。この４つの性格特徴のうち、Ａｇ（攻撃的）とＧ（一般的活動性）は、ＹＧ性格検
査によると、より上位の 匚活動的』な性格としてまとめられる。　また、Ａ（支配性大）とＳ（社
会的外向）とは、より上位の 匚主導権を握る」にまとめられる。この 匚活動的」な性格と 匚主導
権を握る」を１つにまとめると、「活動性が高く積極的」な性格ということになるだろう。それ
ゆえ、このような 厂活動性が高く積極的』な大は、特定の状況において、例えば予期せぬことが
起こり、心が 厂混乱・当惑』した時にも、気持ちを立て直すためにひとり言が増えることがない
ようである。
これまでの検討を概括すると、匚情緒不安定」あるいは 匚社会的不適応」な大、また「内省的
でなく、衝動的」な人ほど、ひとり言を言うことが多いようで、予期せぬことが起こり、心が
「混乱・当惑」した時や、「負の感情」が生じた時など心が不安定になった時に、ひとり言を発
することによって自分の気持ちの立て直しを図っていることがうかがえる。一方、『活動性が高
く積極的』な大は、どのような状況の下でも、ひとり言の増加がみられない。このように 厂活動
性が高く積極的」な人の場合、特定の状況、例えば予期せぬことが起こり、匚混乱・当惑」した
場合にも、ひとり言が増えないのはどうしてであろうか。恐らく、匚活動性が高く積極的」な大
は、予期せぬことが起こり 匚混乱・当惑」した時や、「負の感情」が生じるような場合でも、心
が不安定になりにく《 、ひとり言を発する必要がないのではないかと推測される。
ひとり言にみられる男女差
表３をみると、Ｆ２（単独状況）においてのみ、男女差が認められた。すなわち、「単独状
況」においてのみ、女子は男子よりもひとり言の評定値の平均が有意に高かった。「単独状況」
下におけるひとり言は、他の因子の状況におけるひとり言とは異なり、ひとり言としての積極的
な機能が明確でないように思われる。匚ひとりでいる」時に、 ほっとしてついひとり言が出てし
まうような状況が推測される。このような『単独状況』下において、女子が男子よりも、ひとり
言をより多く発しているのは興味深い。その理由は明確ではないが、女子と男子の日常生活にお
ける気分や意識のあり方の何らかの違いを反映しているのではないかと考えられる。
状況によるひとり言の頻度
分散分析の結果、５つの異なる状況において、ひとり言が発せられる頻度に違いのあることが
示された。すなわち、第5因子の［‾確認］が最も評定値が大きく、次いで順に第１因子の「‾混乱・
当惑」、第4因子の「負の感情」、第２因子の『単独状況』、そして評定値が最も小さいのが第３因
子の「注視」となっている。そして表５に示したように、5つの評定値間の相互の差はほとんど
のペアにおいて有意なものであった。これらの結果は、大が物事を『‾確認』する必要が生じた時
や、予期せぬことが起こり『混乱・当惑』した時、そして「負の感情」が生じて精神状態が不安
定になった時に、ひとり言が増加することを示唆しているものと思われる。
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ひとり言尺度（4段階評定）
１。テレビを見たり、本を読んだり、ゲームをしている時
２．思うようにいかなくてイライラする時
３．お風呂に入っている時
４．疲れた時
５．おどろいた時
６．計画をたてる時
７．失敗した時
８．混乱した時
９．自転車に乗ったり、車を運転している時
10. 気がつくと 厂ひとり言』を言っていた
ｎ。暇な時
12. さびしい時
13. 人前で、はずかしくなった時
14. 気分を変えたい時
15. 物事を確認する時
16. 暗記をする時
17. 自分に言い聞かせる時
18. ペットや動物に向かって 匚ひとり言』を言う
19. 字を書いている時
20. あせっている時
21. 寝る時
22. 起きた時
23. 買い物をしている時
24. 精神的につらい時
25. 心配事や考え事がある時
26. お金の計算をする時
27. 料理をしている時
28. 歩いている時
29. 今日のお天気について「‾ひとり言」を言う
30. 気分のよい時
31. こわい時
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32. 急に何かを思い出した時
33. 知らない所にひとりで行った時
34. 理不尽（りふじん）な思いをして腹がたった時
35. 自分の部屋にいる時
36. 次の行動に移る時
37. ぬいぐるみに向かって［‾ひとり言］を言う
38. 危険を感じた時
39. 何かをやりとげた時
40. 夜に 厂ひとり言』を言う
41. 日中に 厂ひとり言」を言う
42. 鏡に向かって 匚ひとり言」を言う
43. 誰もいない時に「ひとり言」を言う
44. トイレに入っている時
45. 勉強をしている時
46. 夜遅《 ひとりで歩いている時
47. テンションを上げる時
48. 約束を忘れていて急に思いだした時
49. かゆい時
50. 楽しい時
51. 外に出て急に雨が降ってきた時
52. レポートを書いている時
53. インターネットで調べている時
54. 人に注意された時
55. 財布など自分のものをなくしたことに気がついた時
56. 朝、寝過しに気づいた時
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